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東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
事
故
か
ら
二
年
が
過
ぎ
た
今
も
、
市
民
団
体
に
よ
る
放
射
能
測
定
所
が
全
国
的
に
増
え
て
い
る
。
東

京
都
国
分
寺
市
の
市
民
団
体
か
世
話
人
を
務
め
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
、

一
年
間
で
倍
以
上
に
。
国
や

自
治
体
が
公
表
す
る
空
間
放
射
線
量
や
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濾
度
と
は
別
に
、

の
動
き
は
止
ま
ら
な
い
。

「
自
分
で
確
か
め
た
い
」
と
考
え
る
市
民

（
福
岡
範
行
）

全
国
90

カ
所

一

デ

ー

タ

ベ
ー

ス
準

備

二
〇

〓

年
十
月
に
発

足
し
た
市
民
測
定
所
の
情

報
交
換
グ
ル
ー
プ

「
全
国

市
民
放
射
儲
測
定
所
ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
」

（
国

分

寺

市
）
の
リ
ス
ト
に
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
九
十
カ

所
の
測
定
所
が
並
ぶ
。
原

発
事
放
か
ら
約
■一
年
後
の

一
二
年
三
月
十

一
日
に
あ

っ
た
測
定
所
は
、
事
故
前

か
ら
活
動
し
て
い
た
四
カ

所
を
含
め
、
四
十
カ
所
ほ

ど
だ

っ
た
。

「
放
射
能
を
き

っ
か
け

に
原
発
や
食
品
の
問
題
を

学
ぽ
う
と
す
る
市
民
が
増

え
て
い
る
。
原
発
事
故
の

あ

っ
た

〓

年
に
福
島
県

内
を
中
心
に
次
々
と
開
所

し
、

一
二
年
か
ら
全
国
的

に
広
が

っ
た
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話
人

ひ
で
た
け

の
石
丸
偉
丈
さ
ん
（
四
8
が

話
す
。
測
定
所
の
三
分
の

二
以
上
は
、
実
際
に
放
射

能
汚
染
の
あ

っ
た
東
北
や

食
材
を
測
定
機
に
入
れ
る
「
は
か
る
～
む
」
の
メ
ン
バ
ー
。
結

果
は
パ

ソ
コ
ン
に
表
示
さ
れ
る
＝
棄
京
都
町
田
市
玉
川
学
園
で

関
東
地
方
に
集
中
。
関
東

で
は
、
東
京
都
内
の
二
十

l
カ
所
を
は
じ
め
、
栃
木

一
年

群
馬
・

二
、
埼
玉

・
八
、
茨
城
・

二
、
千
葉

・
三
、
神
奈
川
・
六
を
含

め
る
と
四
十
六
カ
所
に
上

る
。二

月
中
旬
に
東
京
都
町

田
市
内
の
ア
パ
ー
ト
の

一

室
に
設
立
し
た
市
民
測
定

室
「
は
か
る
～
む
」
。

一

年
前
か
ら
募
金
を
始
め
、

二
百
六
十
万
円
す
る
高
精

度
の
測
定
機
を
購
入
。
福

島
な
ど
の
有
機
栽
培
農
家

を
応
援
し
て
き
た
メ
ン
バ

ー
の
女
性
（
四
ニ○
は
「
事
故

後
に
放
射
能
を
避
け
る
に

は
産
地
で
選
ぶ
し
か
な
く

て
、
葛
藤
が
あ

っ
た
」
。

題
な
け
れ
ば
福
島
産
も
食

ベ
る
と

い
う

所
」
巷
運
営
。音

民
が
持

ち
込
ん
だ
食
品
を
実
際
に

∬

つ

一

ウ
ン
セ
リ
ン
ダ
す
る
役
割

も
測
定
所
に
は
あ
る
と
思

市
民
放
射
能
測
定
所
を
利

用
す
る
の
は
、
子
ど
も
や
孫

の
い
る
女
性
や
、
野
菜
を
自

家
栽
培
す
る
人
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
蓄
積
し
や
す
い
野

生

の
キ

ノ

コ
を
採

っ
て
食

べ

る
人
た
ち
だ
。

九
日
、
東
京
都
八
王
子
市

八
幡
町
の
測
定
室
「
ハ
カ
ル

ワ
カ
ル
広
場
」
。
訪
れ
た
東

京
都
府
中
市
本
宿
町
の
主
婦

（
四
8
は
小
学

六
年

の
長

女

野菜 自家栽培する人や

子どもの いる家が利用

（
一
一）と
四
年
の
次
女
現
つ）が

染
の
心
配
を
測
定
ボ

い
る
。
「
セ
シ
ウ
ム
は
検
出

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
は
思
つ

て
い
る

。
で
も
、
′
毎
日
食

べ

る
も
の
は
自
分
で
確
か
め
た

い
」
。
こ
ん
な
不
安
を
持
つ

母
親
は
少
な
く
な
い
。

こ
の
日
、
主
婦
は
前
橋
市

の
実
家
で
手
作
り
し
た
み
そ

を
測
り
、
測
定
器
が
検
出
で

き
る
下
限

値
以
下

（
不
検

出
）
だ
っ
た
。
測
定
所
で
汚

イ
ア
に
相
談

で
き
る

あ
り
が
た
い
。
「
測

師

所
で
測

結
果
を

デ
ー
タ

ろ
の
公

中
だ
。

り
原
発

の

一
九

を
続
け

民
団
体

の
共
同

子
さ
ん

か
ら
検

ム
濃
度

る
。
で

た

セ
シ

こ
と
は

に
関
心

し
い
」

テ

に
、
新
基
準
を
超
え
た
の
は

も

全
検
査
品
目
中
で
1′
％
に
満

を

た
な
い
。
」

残
す
た
め
に
も
、
で
登
る
だ

け
利
用
し
た
い
」と
話
ヒ
た
。

厚
生
労
働
省
が
集
新
し
て

い
る
書

叩
中
の
放
射
鮭
セ
シ

ウ
ム
濃
度
の
検
査
結
果
に
よ

る
と
、
厳
し
く
な

っ
た
新
基

準
値
（

一
㌔
碩
当
見
り

一
〇

〇
川
棚
）
が
適
用
さ
れ
た
昨
年

四
月
か
ら
今
年

一
月
去
ま
で

町

こ
の
測
定
室
の
利
用
者
数

も
今
年
に
入

っ
て
減

っ
て
い

る
。
ボ
ラ

ツ
テ
ィ
ア
の
相
沢

武
草
さ
ん
包
も
は
「
利
用
者

減
は
予
想
し
て
い
た
。
行
政

の
測
定
値
を
検
証
す
る
意
味

／

で
も
市
民
測
定
所
は
必
要
」

と
市
民
が
測
る
意
義
を
訴
え

た
。

絡
、
、一
ず
．


